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本論文では、日本を代表する漫画雑誌『週刊少年ジャンプ』の成功要因を多角的に分析

し、その知見を基に中国アニメ産業の課題と発展可能性を考察することを目的とした。

『週刊少年ジャンプ』は 1968年の創刊以来、「友情・努力・勝利」をテーマとし、読者ア

ンケート至上主義、徹底した新人発掘・育成の仕組み、専属契約制度の導入、さらにはメ

ディアミックス戦略の積極的な展開を通じて、日本国内外で広範な読者層を魅了してき

た。これらの戦略は、単に一つの漫画雑誌としての枠を超え、日本アニメ文化の発展に大

きく寄与し、経済的・社会的な影響をもたらしている。 

一方、中国アニメ産業は近年急速な成長を遂げ、視聴者規模は 5億人を超えると推計さ

れている。しかしながら、オリジナリティの欠如やテーマの古臭さ、専門的な人材不足、

産業チェーンの未形成といった課題がその持続的発展を阻んでいる。本論文では、『週刊

少年ジャンプ』の成功モデルを参考に、中国アニメ産業が発展するための具体的な提案を

行った。具体的には、視聴者ニーズに応える明確な編集方針の重要性、独自のテーマ性を

持つオリジナル作品の創出、新人クリエイターの育成体制の強化、合理的な産業チェーン

の構築、さらに国際展開を視野に入れたマーケティング戦略の必要性を挙げた。 

これらの提案は、中国アニメ産業が抱える課題を解決し、国際的な競争力を高める上で

極めて有益であると考えられる。本研究は、『週刊少年ジャンプ』の成功から得られた教

訓が、中国アニメ産業の成長にどのように活用できるかを示すものであり、中国が持つ豊

かな歴史や文化を活かした独自のアニメ作品を通じて、さらなる発展を遂げる可能性を探

る一助となることを期待する。 


